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鼻腔に進展,内部に点状の無倍号域を認めた.G d 増 強

1､1Wlでは強い増強効果を認め,矢状断像で軽度の脳

幹の圧排を.冠状断像で海綿静脈洞へLTl進展も認めた.

また TIWIで斜台骨髄内脂肪を示す高信号は消失.脳

血管撮影では異常血管陰影認めず.以 上より,斜台か上､-

喋f桝†洞-進展 した脊索腫Ll)診断で摘出術施行.病理診

断 ctlOrdoma.術後残存肺癌に対 し放射線照射申.

垂休腺腫,蝶形骨洞膿喪胞LT)MRIを供覧 し,文献的

考察を加え報告 した.

5)臨床的に顎関節症 を疑われた悪性睦嶋(7)3
例
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今回,我々は間l~･J障害を主訴として本学Ll腔外科を受

診され顎関節症の診断で,それに準 じた治療を受けた悪

性腰痛を3例経験 したので報告する. 3例とも50歳前後

の男性で,15mm 前後で運動痛L'r)為開口障害を訴えた

が,顎関節症iこ確発する Th･:り 部の雑音,自発痛等は

認められなかった.又,単純 Ⅹ-P に於いても顎関節部

をこ骨変化は認められなかった,顎関節症の臨床統計デ-

射こよると,これらの所見は発現頻度としてぼ非常をこ低

く他tり疾患を疑い得るもnで㌔ト､た.さ吊こ画像的iこふ

ても. べ /予て写真では翼ll蓋嵩 ･襲突板に異常性が認

められ亨 この時点で悪性腰痛を廉い得るものであった,

今回L･り3例を含れ 開lj障害を伴って上顎部に及′/Ji悪

性搾塙6例の札 5例は Cl'上で外側翼実筋-し')腫癌

の進展が認められた.さらをこ , その5例すべてをこ於いて

三叉神経第 2校.3校の知覚異常を認めた.叉,今回しり

よう(･こ開tj障害をtf,-,た悪性瞳鳴L7)診断(･こCTが非常

に有効であった.

61唾液腺腫塙 における CT と唾液腺造即所 見
の検討
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唾液腺瞳軌])CT所見と唾液腺造影所見を retrostx? C -

ti＼･･eに検討し.良性睡壕と悪性陸揚について比較 した.

され,病理組織学的に唾液腺腫喝と確定さかた男性1il名.

良-性 6名,平均年令 51二1.5歳, 【｢下腺11例,顎下腺9例

633

(?)計20症例で.確定診断(r)内訳は良性睦楊l欄 ｣.悪性陣

幕6例である.

その結果は1十Fc')通 りである一

11良性睦歯L')Cr所見では.内部均 -な像を皐するも

のが多か1.､た.

また.造影所見では,ff排像がほとんどの症例で認め

られた.

21悪性陸揚Lr)Cr所見では全例が境界不明瞭な像を呈

していた.

また,造影所見では,良性腰痛で認められなかった断

絶,漏洩所見を星するもL71があー,た.

71結節性 甲状腺腫 し7)超音波診断 iこおけ る簡素

化の試 み
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手術で確診 した甲1朗泉陸将169倒 し悪性81t札 良性88

例)の超音波所見を読影 し,各種所見の露悪の出現頻度

を調べた. カイ2棄検定で両者に p<().()()OlLり有意差

LT')あった項 目は,低J∴トー,腫境内LT)輝点.乗降内乳頭

状隆起の3項 目が悪性をこ多 く,-ロ-,褒願形成の2項

uが良性に阜かった.

超音波診断の簡素化をはかるため,この5項 田をスコ

ア化 し,その診断能をふた.低エニト-+1.輝点+~1.

各症例LT)超音波 てこLTを算出 した.十 11十1二は.悪性81

%,正診率86.確%とァいずれも良好であった書これら

は組織塾別でも差がなく,液胞癌の感度 も78.6%と高

率であった.

甲状腺腫癌の最悪鑑別の診断機は,正診率の蘭で争シ

ン草.ABC を上まわ--､た.

8lJト児にふ と､〕わた肝 focalnodularhyLpe叩Iasia

の画像所鳳
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肝C7)focal110dulこu-hypetl)1asia圧入下 FNH と略す1

の2小児例を経験 した. 1例日は8歳女児.LTSでは右

葉の径 7cm (]う均 守こ高ユニ一 陣癖で.単純及び造影 (∫


